
清
掃
諜
は
、
八
月
十
九
呂
、
市
役
事
応
一
・
五
ト
ン
積
み
、
宙
開
口
百
四
十
二
一
力

接
室
に
、
霞
進
抗
出
い
各
商
店
会
の
代
表
向
)
を
購
入
、
こ
れ
に
運
転
手
一
、
清

十
名
を
招
章
、
国
道
沿
い
の
路
上
ご
み
掃
侍
業
費
一
一
を
の
せ
て
、
配
車
し
ま
し

矯
の
一
掃
と
、
ご
み
の
定
日
時
間
出
収
集
た
。
こ
の
口

i
ド
パ
ツ
カ
i
ば
、
作
鑓

に
つ
い
て
画
期
的
な
プ
ラ
ン
を
一
市
し
、
員
ふ
た
り
で
、
連
日
ん
寸
前
中
国
道
市
い

話
し
合
い
を
円
一
な
い
ま
し
た
。
こ
の
絡
に
出
動
、
五
混
声
の
収
集
号
担
当
す
る

果
、
留
柏
街
と
し
て
も
、
何
頭
に
「
き
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

れ
い
な
ま
ち
で
た
の
し
い
お
買
い
物
」
街
議
謹
侶
を
筈
し
交
通
障
害
と
な
る
ど

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
ぞ
掲
げ
、
街
頭
み
箱
の
一
婦
、
収
集
の
能
率
ア
ッ
プ
な

ど
、
い
く
つ
か
の
成
担
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
ナ
。
問
山
道
市
い
中
央
商
店
街
定
汁
口

容
器
収
漢
の
実
施
要
領
次
の
と
お
り
。

マ
即
応
域
・
一
級
国
道
ハ
事
海
道
)
に
治

う
閉
店
慌
の
う
ち
、
田
畑
人
信
号
機
の

あ
る
地
点
か
ら
八
一
明
道
路
交
走
行

1
支

で
の
間
測
と
駅
前
。

マ
収
集
・
九
月
二
日
か
ら
似
日
収
集
、

国
道
北
町
田
は
月
・
水
・
令
曜
日
。
一
州

南
側
は
火
・
木
・
土
曜
日
。
収
集
時

間
閣
は
午
前
八
時
三
十
分

t

十
二
時
ま

で
。
各
自
収
集
日
に
は
、
朝
の
う
ち

に
容
器
壱
国
道
ぷ
い
に
出
し
て
お
古

オ
ル
l

ゴ
!
ル
を
台
い
闘
に
電
器
脅

し
ま
う
。
一
[
自
の
叩
出
量
が
百
五
十

キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
事
糧
に
わ
た
っ

た
り
、
間
出
呉
を
放
つ
も
の
に
つ
い
て

は
別
の
方
法
に
よ
る
。
も
え
な
い
ご

み
ハ
あ
害
び
ん
・
あ
き
か
ん
・
ガ
ラ

ス
e

せ
と
も
の
な
ど
)
ば
毎
ロ
ワ
第
二

金
総
白
に
収
集
ナ
る
。

マ
ご
み
容
器
・
軽
量
で
操
作
が
開
箆
で

あ
り
、
ふ
た
の
つ
い
た
街
抽
出
の
葵
鏡

宇
一
そ
こ
な
わ
な
円
も
の
を
使
う
こ
と

町
名
地
番
自
由
号
門
氏
名
〉
を
大
一
脅

し
、
清
潔
を
保
つ
こ
と
。
収
集
日
以

外
屋
内
に
招
い
て
お
く
こ
と
。

区
議
均
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ご
み
穏

広
、
ナ
パ
て
撤
去
し
、
石
焚
入
れ
等

へ
の
活
用
を
は
か
る
。

以
上
の
ほ
か
、
こ
ま
か
ド
注
意
報
は
、

別
惜
恨
の
「
常
一
月
以
〕
容
器
収
集
」
の
説
明
と

同
じ
で
す
。

〔豊島3 

自
動
交
換
機
の
取
り

付
け
間
開
始

ー
平
巌
師
陣
報
電
話
局

l

平
塚
電
報
笥
謡
局
八
月
発
行
の
「
で
ん

で
ん
平
塚
第
二
号
」
に
よ
れ
ば
、
諸
問
時

議
謡
音
は
、
今
月
か
ら
自
動
式
交
換
機

美
化
に
つ
と
め
て
い
る
お
り
で
も
あ
つ
の
取
り
付
け
を
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と

て
国
道
沿
い
中
央
商
店
街
の
定
百
揖
器
で
ナ
。

収
集
を
行
怠
う
こ
と
に
意
毘
が
一
致
、
門
て
九
で
ん
平
塚
凶
器
官
留
!
早
期
躯
局

九
月
二
日
か
ら
約
五
百
戸
の
ご
み
を
、
暗
唱
語
由
〕
動
化
の
た
め
の
土
木
・
視
路

一
日
お
き
に
収
集
す
る
こ
と
に
左
り
ま
工
事
は
予
定
ど
お
り
進
行
、
新
聞
舎

も
ナ
で
に
コ
ン
ク
ジ
ー
ト
工
事
を
終

し
た
。
こ
の
た
め
一
、
前
月
末

C
く
に
広

り
内
部
仕
主
げ
を
内
め
た
。
九
月
か

報
車
を
出
し
、
朝
の
放
送
と
と
も
に
事
ら
儀
所
需
の
由
〕
動
ク
ロ
ス
バ
ー
方
式
交

問
広
報
を
行
な5

と
同
時
こ
、
涛
掃
諜
換
機
を
般
入
取
り
付
け
る
。
屋
外
で

で
は
、
専
用
の
最
新
鋭
ロ
ー
ド
パ
ツ
ヵ
は
管
路
に
ケ
ー
ブ
ル
を
入
れ
る
工
事

l

ハ
市
と
し
て
十
一
合
目
の
収
集
車
、
と
母
親
工
事
に
う
つ
る
。

身
体
積
害
者
の
内
起
を
求
め
て
二
十
一
一
一
年
十
一
月
平
塚
の
室
恭

助
功
労
者
と
し
て
市
在
に
は
い
り
夫
婦
で
げ
た
の
鼻
緒
作
り
を
し

長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
が
、
独
立
を
考
え
、
知
人
の
泣
詰
で
惇
生

た
、
行
軍
好
枝
ざ
ん
資
金
六
万
円
を
借
り
て
現
在
の
地
に
四
十
平

「
表
彰
さ
れ
る
主
ど
方
れ
の
バ
ラ
ッ
ク
を
買
っ
て
移
転
。
好
枝
ぎ

夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
ん
が
給
食
婦
や
臨
時
工
、
茂
雄
さ
ん
が
家
事

で
し
た
。
た
だ
仲
究
明
の
か
た
わ
ら
内
臓
と
、
世
の
常
の
尖
織
と
皮

の
尖
に
代
わ
っ
て
ヱ
一
対
の
生
活
の
な
か
で
、
二
一
児
の
成
長
だ
け
を

人
の
子
ど
も
を
な
ん
奈
し
み
に
が
ん
ば
っ
た
e

両
親
の
悲
劇
に
応
一

む
か
一
人
前
の
人
間
え
て
、
長
汚
のM
諮
っ
ニ
)
は
平
高
か
ら
常
気

に
育
て
あ
げF
Lい
と
遇
措
回
短
大
を
卒
業
、
現
在
は
栗
林
関
節
の
模

夢
中
て
が
ん
ば
っ
て
範
館
員
、
長
女
桜
美
ざ
ん
へ
一
六
)
は
県
立
平
塚

ぎ
た
だ
け
で
ナ
」
静
か
に
、
つ
つ
ま
し
く
心
江
南
高
校
一
年
生
、
」
羽
田
内
議
司
郎
君
(
一
る
は

認
を
ふ
品
る
好
枝
さ
ん
の
顔
芯
、
い
く
年
月
の
浜
主
中
一
年
生
と
り
っ
ぱ
に
成
長
、
み
ん
な

苦
労
を
物
品
る
か
の
よ
う
に
、
や
や
ふ
け
て
親
思
い
で
身
障
者
の
説
庭
と
は
思
え
ぬ
明
る

つ
や
れ
て
い
る
が
、
薬
問
攻
ひ
と
み
の
異
に
い
呪
露
で
あ
る
。
尖
茂
雄
さ
ん
は
「
私
は
一

ば
、
戦
争
犠
利
者
の
姿
と
し
て
、
三
人
の
母
時
精
神
的
怒
悩
か
ら
荒
れ
て
棄
を
鴎
ら
せ
ま

と
し
て
抵
の
涜
波
と
し
た
が
、
忍
耐
強
い
饗

絞
っ
て
舎
も
た
続
潟
の
ふ
に
励
ま
さ
れ
子
ど
も
の

よ
う
な
差
と
、
ひ
怠
畿
緩
夕
、

j
j
r
y
将
来
を
考
え
て
心
き

そ
か
な
気
立
が
う
総
額
襲
撃
J
己
主
事
事
室

か
が
わ
か
心1

瀦
議
繁
緩
数
議
畿
議
耕
一
"
←
配
れ
て
明
る
く
生
害
る
決

好
枝
さ
ん
は
東
京
錦
織
〈
一
仁
ル
機
緩
議
緩
機
縁
緩
鱗
綾
川
川
心
を
し
ま
し
た
、
委
は

平
時
ケ
谷
の
自
動
車
、
議
綴
議
汲
b
J畿
p
r
j
(
弱
そ
う
に
み
え
て
シ
ン

販
売
修
理
業
の
家

3

、
は
世
去
に
強
い
女
で
ぐ
ち

に
、
一
労
二
女
の
末
一
つ
い
い
ま
せ
ん
。
お

娘
と
し
て
生
ま
れ
た
。
裁
縫
女
学
校
を
出
て
議
て
九
百
乏
も
拐
に
せ
ず
紛
ら
か
に
生
嘗
て
い

一
一
越
本
有
美
指
訟
の

B
B
G
を
六
年
間
勤
む
ま
ナ
」C
U
5
cさ
す
が
の
好
枝
ざ
ん
も
過

た
の
ち
、
沼
和
十
一
ハ
年
、
当
時
横
山
良
市
神
奈
労
か
ら
昨
年
末
い
ら
い
健
康
を
害
し
た
の

川
区
一
一
一
沢
沖
荷
で
石
提
販
売
業
を
営
ん
で
い
で
、
長
男
の
勧
め
で
勤
め
を
や
め
て
夫
と

た
川
主
茂
雄
さ
ん
(
現
在
四
八
)
と
結
婚
、
内
心
臓
の
「
電
気
冷
蔵
障
の
温
度
計
ケ

i

ス
」
白

川
夫
は
白
支
事
変
に
応
任
し
て
帰
還
レ
た
ば
か
の
仕
あ
げ
を
や
っ
て
い
る
。
き
ょ
う
ま
で
生

v

e
η

だ
っ
た
。
穴
東
現
時
争
で
十
九
年
ふ
た
た
き
ら
れ
た
の
は
「
子
ど
も
が
ひ
が
ん
で
不
問
尻
町

び
応
z
j陸
室
町
凶
長
と
な
り
二
十
年
四
月
中
一
立
に
な
ら
泣
い
よ
う
に
」
と
の
一
心
か
ら
で

w

で
爆
撃
を
う
け
向
仮
失
明
。
こ
の
問
、
横
浜
「
ど
ん
窓
患
い
を
し
て
も
こ
ど
も
の
教
背
だ
…

の
家
は
二t
r吋
五
月
の
戦
災
で
全
焼
、
四
才
げ
は
し
て
や
り
た
い
」
と
い

5
。
こ
ど
も
た
…

の
長
男
を
抱
え
て
蕩
の
み
着
の
ま
ま
好
校
さ
ち
が
成
人
し
た
ら
時
時
代
か
ら
湾
臨
に
し
て
…

戸
ん
法
知
人
の
紹
介
で
津
久
持
の
山
霊
へ
疎
い
た
好
吉
な
白
本
人
形
作
約

υ

と
、
編
み
物
を
一

一
瞬
、
二
十
一
年
五
月
間
立
柏
模
原
病
況
に
送
や
り
た
い
と
い
う
、
間
十
五
才
。
住
所
は
山

一
還
さ
れ
た
夫
は
器
護
婦
に
一
子
を
ひ
か
れ
て
、
平
塚
市
柘
水
台
四
七
八
。
一

一
や
っ
と
津
久
井
の
牛
小
屋
で
貌
子
一
一
一
人
が
再
霊
室
霊
護
霊
室
霊
童
霊
重
量
霊
室
毒
一

一
会
し
た
。
病
院
長
の
好
意
で
牛
小
震
を
ひ
き
離
装
鯵
襲
撃
態
態
際
繋
擁
護
一
時
一
一
一
一
可
〓
一

…
あ
げ
て
病
院
に
問
[
皆
、
授
産
所
で
捕
を
口
哲
注
灘
鞍
鰐
観
鞠
糊
耕
腕
一
一
一
今
一

一
が
ら
夫
の
務
婦
を
し
た
が
、
七
回
に
わ
た
る

i
i
i
i
i
i
i
b

一

一
翼
手
術
品
な
く
、
あ
き
ら
め
て
退
院
、
再
文
署
名
喜
夫
広
報
活
一
一
千
二

一
一
ん

駄
悦
さ

激
受

!
j

者
を
品
交

病
彰
4
f

傷
申R
E
j

戦
労
有
丈

者
勃雪
崩
本

際
肉

体

!
i

m河
口
パ

[>今月 8 ページ<コ

②ページ・保険税の波線全国 1 立、

箆保 7 恩給付、農業委員改選おわ

る、家墜謂王量、消費実態調査主ど

③ページ・あたらしい住居表示制度

④ページ・防犯街路灯の補助を議署員

持軍投年金吉月から増額、電話申し

込みの注意、主主化祭、市長表彰者

⑤ページ・美化運動今年度の方針、

住民実態調査、金白川沿岸土地改

良区総代選挙君主ど。

⑤ページ・ごみの建白容器収集、敬

老会、住宅実態調王主主主ど。

⑦ページ・蚊はえ選治作戦第 6 題、

鍵重軽診断と予防注射、 38年度市職

員の募集、広報特派罵(平塚駅〉

など。

③ページ e 声のひろば、広報手銀、

新平塚風土記、教育栢談、人口。



2) 第 143 号

一
一
一
十
七
年
度
分

九
九
@
九
八
M
m

の

A
営
業
等
の
ば
あ
い
・
必
要
経
讃
Q
串

従
者
給
与
ま
た
は
控
徐
額
は
経
費
に

入
れ
な
い
)
。

日
給
与
の
ば
あ
い
・
四
十
一
万
円
ま
で

(
収
入l
一
万
円
)
×
十
分
の
二
十

一
万
円
、
七
十
一
万
円
ま
で
(
収
入

l
間
十
一
万
円
)
×
十
分
伊
一
十
九

万
円
、
七
十
一
万
円
を
ζ
え
る
も
の

十
一
一
万
円
。

C
M波
等
の
ば
あ
い
・
ハ
収
入
!
十
五

万
円
)
×
一
一
分
の
一
十
十
五
万
円

D
退
職
金
の
ば
あ
い
・
四
十
7
ま
で
勤

統
一
年
に
つ
哲
一
一
一
万
円
、
五
十
才
一
ま

で
勤
続
一
年
に
つ
き
沼
万
円
、
五
十

闇
守
マ
一
般
の
ば
あ
い
は
ハ
役
一
オ
を
こ
え
る
も
の
勤
続
一
年
に
つ
宮

警
エ
の
所
得
+
関
係
抽
出
入
者
で
あ
る
一
五
万
円
で
、
以
上
の
合
計
額
!
?
命

家
族
の
所
得
〉
×
問
自
分
の

O
g
八
六
一
入
1

合
計
額
〉
×
二
分
の
つ

マ
泣
荷
主
が
社
会
保
険
加
入
者
の
ば
あ
一
ぉ
基
磁
控
除
・
所
得
者
ご
と
に
九
万
円

い
は
ハ
役
帯
主
の
所
得
×
令
一
家
族
数
一
②
品
諮
問
削
・
三
十
八
年
奪
回
定
員
産
税

分
の
加
入
者
数
キ
圏
一
幌
町
出
入
者
で
あ
一
の
う
ち
、
土
地
、
家
屋
の
部
分
に
つ

る
家
族
の
所
得
)
×
恒
自
分
の

0
・
八
一
い
て
(
位
帯
主
の
分
+
留
保
加
入
者

六
。
所
得
は
、
一
一
一
十
七
年
中
の
総
収
一
で
あ
る
家
族
の
分
〉
×
〕
自
分
の
十
一
一
一

入
か
ら
、
つ
ぎ
の
金
額
を
差
し
引
い
一

L
o

世
得
者
窓
会
保
治
加
入
者

た
も
り
。
で
も
、
こ
の
ば
あ
い
は
軽
減
し
本
い

た
か
ま
る

間
同
氏
縫
康
保
倹
課
は
、
①
昭
和
三
十
八
年
度
の
保
倹
税
を
確
定
し
た
、
②
鈴
三
十
七
年
度
の
保
険
税

収
約
は
九
九
・
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
{
高
率
に
達
し
全
開
一
伎
の
成
績
を
記
録
し
た
、
と
発
表
し
ま
し
た

現

主 j 書
7Jう的
六ゃな
Eíく絹
十完撲
世主会で

に年
h~ 
九九
，ミ j\

セ 1
ンセ
トン
とト

義貸

作五
年年

てり
国つ

量定
箆と
偏レ、

襲霊
はす

徴こ
lIl1才L
E墾に

題保は40附人の市民の縫康吾容さえている を日

は定のおの門 ZK 主主義重警ら主会室
長よ Z; 喜患を持主室開 i=22
主税蒜 3ぎに経乏です問主主い、刻。あり

ぺ主警官日露。五島警正義胃君 主、
市吉ゐ八て擦 のとは. )J日倹 I な η 
民たと Jヲは M 童話の今入税八か -:F 
説。にま、三三 足尾銅年 t止の月で も
扇九しで鋲j 十 を待度常今昭二 密
告 jヲて、年八 あぞりに年世主協 全

E下の年 哲義納度算民 ・
とら算年と度 ら腕税矢臼 IE 定鍵

申
告
欝
平
、
関
定
資
産
課
税
資
制
等
一

に
よ
っ
て
算
定
し
た
様
定
税
額
に
よ
一

っ
て
納
税
い
た
だ
く
こ
と
に
本
る
。
一

と
の
通
知
書
は
、
二
部
の
一
方
を
の
ぞ
一

i

-
六
パ
ー
セ
ン
ト
ぞ
一
訴
し
、
昨
年
一
る
市
の
収
納
制
捜
が
板
に
つ
い
た
こ
と
一
害
発
送
ず
み
で
あ
る
。
穣
銭
湯
顧
の
一

一O
O
パ
ー
セ
ン
ト
に
ち
か
い
一
と
、
約
税
貯
蓄
組
合
や
城
島
・
神
田
の
一
計
算
は
、
次
の
方
滋
で
行
な
っ
た
が
、
一

、
納
税
事
は
一
婦
人
会
な
ど
、
納
税
に
協
力
い
た
だ
い
一
不
明
な
点
が
あ
る
ば
あ
い
は
、
間
関
一

つ
い
に
の
ぼ
一
て
い
る
人
た
ち
の
努
力
の
結
果
が
突
っ
一
良
健
康
保
険
課
へ
。

霞
民
健
康
保
険

月
一
日
か
ら
実
施

国
民
健
康
嗣
換
諜
が
晶
君
ら
か
に
し
門
儀
民
国
融
緩
探
検
課
同
十
月
}
尽
か

た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
十
月
一
日
か
ら
国
民
慎
康
保
険
法
が
改
正
さ

ら
、
法
擦
の
改
正
に
よ
っ
て
、
世
帯
れ
、
世
荷
主
の
ナ
べ
て
の
病
気
に

主
の
す
パ
て
の
病
気
に
つ
い
て
七
割
つ
い
て
七
割
給
付
を
行
古
う
こ
と

机
給
付
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
に
な
っ
た
。
世
借
主
が
被
保
険
者

J

ナ
。
で
な
い
と
曹
は
定
め
ら
れ
た
麟

伎
に
よ
っ
て
、
留
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
家
族
の
う
ち
、
ひ
と
り
が

ζ
の
扱
い
を
受
け
る
。
こ
の
た
め
、

役
務
主
が
底
翻
に
か
か
っ
た
ば
あ

い
は
、
今
後
、
医
締
の
鰐
口
へ
支

払
う
欄
人
負
担
は
=
一
割
と
な
る
。

留
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
主

に
つ
い
て
は
、
ざ
る
一
一
一
十
六
年
十

月
か
ら
、
結
核
と
糟
神
間
開
に
限

p

、
治
療
費
の
七
都
給
付
を
行
な

っ
て
曹
た
。
十
月
一
日
か
ら
は
す

A
て
の
病
気
に
つ
い
て
給
付
帯
七

都
宇
通
相
す
る
こ
と
に
怠
っ
た
も

の
で
あ
る
。
く
わ
し
く
は
次
号
十

月
号
広
報
紙
上
で
説
瞬
の
予
定
。

な
お
、
世
帯
主
以
外
の
被
保
険
者

に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
ど
お

D

五
割
柏
付
で
あ
り
、
箆
闘
の
慾
ロ

へ
支
払
う
偶
人
魚
闘
は
半
顕
で
あ

る
a

月
十
二
日
市
民
セ
ン
タ
ー
に

れ
、
役
員
を
互
選
し
ま
し
た
。

と
新
任
の
委
員
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

マ
会
長
・
守
時
国
党
之
助

マ
会
長
代
渥
傷
心
苦
笑

マ
農
地
部
会
長
・
冠
制
柄
一
一
一
郎
、
マ
農
政

務
盛
田
揖
小
川
房
官
、
マ
農
地
部
会
長

代
理
小
清
水
忠
義
、
ム
農
政
部
会
長

代
恕
小
川
治
助
、
マ
神
奈
川
県
農
謹

会
議
会
議
員
出
回
俊
太
郎

・
主
荘
貞
義
(
根
隔
世
間
)
、
ム
『

ハ
上
平
塚
)
、
石
面
開
放
吉



新
聞
潤
紙
上
で
も
大
吉
く
報
道
さ
れ
た
と
お
り
、
作
一
一
一
十
七
年
五
河
「
住

居
表
示
に
関
ず
る
法
欝
」
が
制
定
を
み
、
全
国
の
市
は
、
昭
和
一
一
一
十
七

年
度
か
ら
昭
和
四
十
一
年
申
止
ま
で
の
閣
に
、
目
思
表
示
ナ
ン
バ
ー
を
整

備
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
塚
市
で
も
、
市
街
地
約
一
万
八
千
世

績
を
対
象
に
こ
九
を
実
施
す
る
こ
と
に
怠
り
、
担
当
の
都
市
計
画
採
で

準
備
を
す
ず
め
て
い
ま
ナ
。

で
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は

北
ツ
ヂ
」
市
民
謀

長

p
y

で
要
請

メkg 

由
市
民
課
で
、
防
犯
街
路
灯
の
設
鐙
者
は
一
一
一
十
八
年
度
維
持
管
浬
費
の
補
助
申
請
を
間
半
め
に
行
な
う
よ
ザ

ア
っ
、
求
め
て
い
ま
す
。
同
課
の
説
明
に
よ
る
と
、
作
一
一
一
十
七
年
度
は
一
千
七
百
十
六
灯
に
対
し
て
一
一

戸
灯
百
八
十
円
あ
て
、
総
議
士
一
十
万
八
千
八
十
円
の
助
成
を
行
な
っ
た
が
、
今
年
産
法
、
ま
だ
、
一
千
平

吋
灯
濃
度
の
申
誘
が
終
わ
っ
た
に
と
ど
ま
る
、
と
い
う
こ

C

で
す
。
今
年
度
は
、
こ
の
補
助
額
を
一
問

問
単
に
倍
の
{
一
一
百
六
十
円
に
京
嘗
上
げ
、
総
額
も
一
干
八
百
幻
分
六
十
四
万
八
干
円
の
計
上
を
し
て
あ
出

申
り
、
十
分
申
請
に
応
え
ら
れ
る
態
勢
に
あ
り
ま
す
。
未
申
請
の
初
体
は
、
問
中
急
に
手
続
き
を
と
る
よ
司

自
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
昨

つ昭和 38 年由月初日

他人まかせはまちがいのもと

新設資金は銀行℃貸し出す

を
ま
ぢ
か
に
ひ
か
え
て
、
最
近
電
話
新

設
の
申
し
込
み
が
多
い
が
、
一
部
に
、

申
し
込
み
手
続
き
を
他
人
に
た
の
な
偏

向
が
み
ら
れ
、
こ
の
た
め
ま
ち
が
い
を

起
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
と
し

て
、
要
旨
次
の
注
議
交
の
掲
載
を
依
頼

し
て
き
ま
し
た
。

門
電
話
局
の
注
意
一
日
篭
諮
問
へ
あ

た
ら
し
く
電
謡
を
お
申
し
込
み
に
怠

る
方
は
、
電
討
局
の
窓
口
へ
、
直
接

お
申
し
込
み
い
た
だ
嘗
た
い
。
他
人

に
た
の
ん
だ
た
皆
、
閉
店
わ
ぬ
ま
ち
が

い
を
お
こ
す
例
も
あ
る
の
で
、
注
意

し
て
ほ
し
い
。

品
開
脇
陣
者
戦
傷
仲
間
者
激
励
大
会
で

\今」

ゴ七，1':さん



て〉

辰
也
・
河
出
器
房
新
社
)
、

ド
見
た
ま
ま
(
秋
岡
家
栄

聞
社
〉
、
マ
ガ
ン
の
知
識

口
パi
ト
・
場
波
書
店
)
。

購
入
図
書
の
一
部ii

治込ひ

立
相
掛
か
ら
、
今
年
度
、

を
実
施
ナ
る
。

マ
総
務
課
・
①
環
境
量

発
を
よ
り
強
化
し
、

活
動
を
補
助
、
そ
m

化
を
は
か
る
。

マ
梼
ヤ
ム
諜
・
①
関
係
課
と
協
力
、

ら報広llB和 38 年色丹 10 S 

本
っ
た
と
い
え
ま
す
。
に
な
っ
て
宮
て
い
た
の
で
す
。
の
カ
ギ
は
、
市
民
み
な
さ
ん
の
手
に
あ

い
選
本
選
住
民
登
録
制
度
が
で
き
て
か
ら
十
一
年
こ
ん
ど
の
伎
震
実
態
諮
査
に
よ
っ
て
、
る
わ
け
で
、
調
査
績
が
参
上
し
た
お
む

こ
と
し
は
に
攻
り
ま
す
が
、
住
民
設
磁
の
手
続
古
住
民
登
露
薄
を
確
実
な
も
の
と
し
、
五
は
ぜ
ひ
と
窃
刀
を
得
た
い
と
主
管
課
で

な
う
と
発
を
お
こ
た
ヲ
た
た
め
、
市
民
で
あ
り
な
確
な
人
口
を
は
議
す
れ
ば
、
市
の
行
政
は
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

の
選
挙
梅
が
ら
住
民
簿
に
の
っ
て
い
な
い
人
が
い
上
大
吉
く
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
墓
住
同
国
実
態
調
査
実
施
委
譲
白
の
と
お
り

簿
は
、
毎
た
り
、
反
対
に
、
住
民
間
耳
録
が
し
て
あ
本
選
挙
人
名
簿
も
こ
の
調
査
に
も
と
つ
マ
調
査
対
象
・
①
日
本
冨
箆
で
あ
っ
て

く
り
な
お
す
こ
と
に
な
っ
る
の
に
笑
際
は
市
内
に
住
ん
で
い
な
か
い
で
つ
く
ら
れ
る
わ
け
で
、
い
く
つ
か
②
九
月
十
五
日
現
在
で
市
内
に
佳
ん

こ
と
し
も
そ
の
時
明
を
む
:
E
S
E
J
E

著
書
a
g
a
z
s
a
g
s
-

盆
;
;
a

す
が
、
こ
と
し
は
、
ょ

、

一
を
つ
く
る
ね
ら
い
で
、
一
べ
植

し
ら
ペ
た
従
来
の
方
法

r
i

市
民
ぜ
ん
ぷ
を
対
象
と

ば
あ
い
を
の
ぞ
宮
そ
の
下
宿
先
で
閉
店
②
昭
和
十
八
年
寸
二
月
二
十
一
日
以

録
し
て
い
た
だ
く
。
同
居
人
や
溜
世
田
部
に
生
ま
れ
た
人
(
こ
と
し
十
二
月

り
の
人
が
い
る
と
曹
は
、
調
査
員
へ
二
十
日
で
続
二
十
才
に
な
る
人
)

申
し
出
て
ほ
し
い
。
で
、
③
こ
と
し
の
六
月
十
五
日
以
前

記
入
い
た
だ
い
た
調
査
察
は
、
九
月
か
ら
引
嘗
続
古
市
内
に
住
ん
で
い
る

十
五
日
か
ら
十
八
日
ご
ろ
ま
で
の
間
人
で
あ
る
。

に
調
査
一
一
国
が
あ
つ
め
に
ま
わ
る
。
マ
名
簿
確
定
ま
で
・
塾
禾
遼
挙
人
名
簿

;
;
e
:
;
E

ば
、
十
月
一
ニ
ヤ
一
日
ま
で
に
、
二
十

二
』
』
一
九
の
雲
議
申
告
」
と
に
つ
く
り
、
十

'
尽
オ
ー
一
月
五
浅
か
ら
十
五
日
関
一
般
に
公

一
平
￡
…
認
し
て
、
ま
ち
が
い
や
も
れ
が
な
い

i
-

一
一
か
を
み
な
さ
ん
に
た
し
か
め
て
い
た

Z
S
B
・
-
;
E
F
E
E
-
;
耐
だ
く
。
そ
の
後
手
続
き
を
経
一
て
、
十

と
宇
人
名
薄
の
整
鵠
傍
聴
ら
う
こ
月
一
一
十
日
確
定
、
そ
の
白
か
ら
む

ι
!ー
し
っ
た
り
す
る
人
が
と
き
ど
き
発
売
さ
れ
の
照
品
呆
を
解
決
ナ
る
こ
と
に
な
る
と
み
で
い
る
人
ぜ
ん
ぶ
を
調
べ
る
。
円
v
選
挙
人
名
簿
の
綿
製
方
法

e
あ
つ
め
こ
う
一
年
間
使
う
こ
と
ぷ
な
る

c

、
選
管
で
は
よ
り
で
宮
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
選
挙
人
名
ら
れ
て
い
ま
ナ

e
7

調
涯
方
法
・
九
月
十
四
日
ご
ろ
ま
で
ら
れ
た
調
査
察
に
よ
っ
て
、
市
民
課
×
×

い
ま
ナ
。
溺
を
つ
く
る
た
め
の
調
査
は
、
住
民
農
こ
の
た
め
、
市
民
諜
と
選
挙
管
理
一
査
員
に
、
調
査
一
員
が
、
問
旬

J
L謂
査
察
を
で
住
民
受
鎮
祭
の
察
備
を
し
、
選
挙
九
月
十
五
日
ご
ろ
に
な
っ
て
も
調
査
票

念
、
市
録
と
は
別
個
の
立
場
で
行
な
わ
れ
て
き
会
店
、
今
回
の
比
抽
出
実
態
調
褒
は
重
要
お
く
ば
り
す
る
。
謁
査
察
に
法
未
成
認
蛋
棄
の
な
か
か
が
と
ど
か
な
か
っ
た
り
よ
九
日
ご
ろ

回
議
を
整
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
と
は
、
市
で
あ
る
と
し
、
市
職
員
二
百
七
十
五
人
年
者
も
ふ
く
み
家
族
会
震
を
記
入
し

ー
国
で
あ
民
は
か
な
ら
ず
住
民
登
録
を
す
る
も
の
を
隷
査
賓
と
し
て
ゼ
と
く
に
念
入
り
に
て
い
た
だ
く
。
病
院
に
入
院
中
の
家

は
、
一
と
の
前
提
に
た
っ
た
ば
あ
い
、
い
く
つ
こ
と
を
は
こ
ぽ
う
と
し
て
い
ま
ナ
。
族
な
ど
は
自
宅
の
方
で
、
安
平
下
宿

こ
と
に
か
の
矛
盾
を
ふ
く
む
も
の
と
し
て
潤
麗
こ
の
謂
査
が
成
功
ナ
る
た
め
の
ひ
と
つ
に
は
山
ん
で
い
る
学
生
さ
ん
は
特
別
の

(5) 

名
簿
を
つ
く
る
。
か
っ
た
り
し
た
ば
あ
い
は
、
市
役
所
内

今
臨
の
基
本
選
挙
人
名
簿
に
の
る
人
選
挙
管
怠
委
員
会
事
務
局
ハ
電
一
一
一
六

の
資
格
は
、
①
一
日
本
国
箆
で
あ
り
、
一
一
}
へ
、
ぜ
ひ
と
一
報
く
だ
さ
い
。



湾
帰
践
で
は
、
犬
神
漕
補
作
業
所
に
白
盤
七
十
五
ト
ン
十
五
万
人
分
、
現
南
原
ご
み

焼
総
同
国
の
五
倍
の
能
力
を
も
っ
、
新
ご
み
樺
説
場
を
建
設
中
官
、
南
る
の
に
島
わ
せ
、

こ
と
し
ニ
月
中
旬
か
ら
、
拭
験
的
に
、
ご
み
の
「
定
日
容
器
収
集
」
と
呼
バ
新
方
式

を
採
用
、
四
地
区
ニ
千
百
戸
戸
に
こ
れ
を
試
み
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
議
が
「

あ
た
b

し
い
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
ご
み
収
集
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
能
率

的
に
も
、
衛
生
的
に
も
盛
期
的
な
好
結
果
が
得

b
れ
た
と
し
、
従
来
の
ご
み
箱
を

徐
々
に
な
く
し
て
、
こ
の
方
法
を
普
及
す
る
と
の
方
針
を
か
た
め
ま
し
た
。

糟
需
諜
の
噌
励
ず
る
ご
み
容
器

台、

コ
一
倍
の
能
率
ア
ッ
プ

ヲコらひ広

市
民
文
芸
芹
襲
警
矢
一
部
幸
男
平
塚

④
井
上
梅
専
門
浅
間
町
行
⑤
骨
柏
木
紀
④
今
井
築
一
恵
チ
令
雲
裳
〉
、

入
選
作
品
久
慈
〈
八
母
、
⑤
根
岸
実
〈
須
賀
v
、
と
み
江
ハ
平
塚
新
号
、
⑤
淳
書

教
腎
課
で
、
七
月
に
募
捕
し
た
今
⑦
新
倉
ハ
ツ
ハ
凶
之
官
)
、
③
作
者
不
〈
関
崎
〉
、
⑦
加
措
輔
さ
と
チ
(
平
塚
〉
、

市
民
女
芸
展
の
部
の
入
選
作
品
百
発
詳
、
③
右
川
ま
ざ
る
(
四
之
窓

U
、
⑬
③
佐
藤
う
申
ハ
黒
部
ケ
丘
)
、
③
夫
措

置
し
た
。
今
期
応
募
作
は
、
俳
句
石
川
出
久
子
(
住
所
不
明
)
。
富
十
ハ
大
磯
町

υ
、
⑬
宮
鶴
美
野Q

a
短
歌
e
山
川
椀
を
あ
わ
せ
て
二
百
五
十
i
i

申
叫
円
滑
四
郎
氏
選
・
題
「
闇
品
川
町

U
e

一
一
人
五
百
四
一
士
一
一
点
が
寄
せ
ら
れ
、
盛
…
世
田
.
の
雑
散
」
・
応
募
一
八
五
首
け

}
m渡
#
夜
明
警
抽
選
・
題
「
海
」

師
で
し
ペ
入
選
者
の
表
彰
式
は
、
女
暴

K
え
す
会
議
事
院
で
冷
媒
の
“
山
明
・
応
募
二
回
匂

目
h
間
関
鰭
中
、
交
慈
講
演
会
を
あ
わ
せ

守
、
行
な
い
ま
す
。
修
察
す
る
器
官
を
部
長
も
銚
め
て
ゐ
る
①
一
山
の
干
に
舟
年
も
海
の
便
り
来
る

‘
:
・ω高
階
忠
曲
目
奇
麗
・
「
車
問
出
掛
」
八
襲
攻
陀
加
藤
た
け
し
平
塚

俳
句
“
門
評
一
回
な
ん
と
も
替
え
な
い
張
り
つ

.
世
章
一
「
蜂
」
・
応
募
二
回
四
匂
め
た
気
持
ち
が
歌
わ
れ
て
い
る
特
時
間

一
一
青
嵐
釘
を
ふ
く
め
ば
灯
の
時
攻
職
韓
詠
で
あ
る
。
む
だ
の
な
い
表

寺
田
縄
飯
瓶
二
羽
京
環
。
銚
め
て
い
る
は
、
鏡
て
い
る
と

門
器
汚
婦
に
じ
ん
と
し
み
た
街
の
し
た
川
町
。

の
感
触
で
青
嵐
の
状
態
を
感
じ
取
っ
②
新
ら
し
く
単
仕
江
て
て
尖
に
嘗
せ
タ

て
成
却
し
た
作
品

A
迎
え
火
を
共
に
た
吉
お
り

際
曹
と
と
抱
い
て
病
院
へ
平
塚
新
宿
高
構
サ
キ

八
重
咲
防
原
田
平
代
③
蝿
輔
さ
に
も
た
よ
る
他
な
古
コ
ル
セ
ツ



h
A

※
・
・
こ
と
し
の
九
月
二
十
九
日

2

十
月
六
日
ま
で
港

、
戦
一
震
は
、
雨
か
非
地
区
、
マ
十
月
十
一
一
一
臼
よ
一
十
日
ま

7
h

作
一
増
に
少
な
く
、
で
海
岸
壁
と
大
野
壁
、
ハ
質
問

一
プ
弘
一
高
慢
で
暑
い
尽
を
除
く
〉
、
マ
十
月
二
十
臼
よ
一
十

一t

一
-
一
世
長
か
っ
た
せ
七
日
七
日
ま
で
馬
人
地
区
、
マ
十
月

一
は
ヂ
r
一
い
か
、
ハ
エ
平
二
十
七
日

t

十
一
月
一
一
一
日
ま
で
出
亘
書

一
紋
h
a

蚊
志
向
乙
も
、
が
地
区
、
マ
士
万
一
B
t

士
五
十

一
\
天
を
の
が
れ
て
五
日
ま
で
臨
盟
国
・
神
田
・
露
・
城

官
、
屋
内
に
は
い
り
島
・
金
田
・
告
白
?
ヱ
沢
・
旭
の
各

回
⑥

ζ
ん
で
い
る
。
設
と
な
っ
て
い
る
。

町
一
そ
し
て
、
活
動
で
吉
る

A
し
い
秋
営
※
大
そ
う
じ
で
注
意
ナ
る
点
・
天
気

湖
一
ま
っ
て
も
う
一
噌
飛
び
出
そ
う
と
し
壱
よ
三
岡
市
定
串
た
う
え
で
、
ま
ず
、

制
町
一
て
い
る
。
。
ま
た
、
は
え
や
鮫
の
う
で
嘗
る
だ
け
多
く
の
戸
串
障
ナ
を
は

郵
一
ち
、
裏
よ
り
も
秋
空
最
感P
E

ず
し
、
一
定
り
場
所
へ
整
理
し

国
唯
一
規
と
し
て
う
る
さ
く
活
動

2

べ
て
お
く
。
次
に
問
答
品
を
戸
外
へ

紘
一
ず
る
も
の
も
あ
り
、
秋
は
飢
え
な
る

A
く
日
か
げ
に
お
き
、

α

一
衛
生
室
長
号
室
舗
中
に
は
い
っ
て
い
る
も
の
も
別

一
に
出
て
く
る
と
曹
と
い
え
ケ
』
に
整
麗
し
た
い
。
た
た
み
は
裏

一
ょ
う
。
打
口
側
に
門
口
を
あ
て
る
と
と
だ
。

一
※
屈
の
砲
に
、
た
ま
っ
た
哨
豊
司
一
家
の
中
の
ご
み
は
、
よ
か
ら
下

一
「
と
み
」
や
「
ほ
こ
り
」
ゃ
官
か
へ
奥
か
ら
関
へ
、
風
上
か
ら

一
は
、
こ
れ
ら
害
虫
採
の
最
ず
色
、
風
下
へ
の
照
宮
お
っ
て
払
い
出

一
後ω
拠
点
で
も
あ
り
、ζ
L
d

す
の
が
こ
っ
、
念
入
り
に
ナ
る

一
れ
ら
の
住
み
家
と
も
な
る
E
1

・
と
こ
ろ
は
、
天
井
う
ら
、
か
も

一
ま
た
か
ぜ
や
批
が
ま
ど
の

A
J

い
、
数
一
屈
と
床
下
の
問
、
時
の

首
位
・
震
の
富
に
な
み
」
下
、
床
下
な
ど
だ
。
事
長

一
る
こ
と
も
み
の
が
せ
な
い
」
九
は
汗
た
く
ソ
ー
ダ
平
、
粉
石
け

一
e

し
た
一
か
つ
て
、
今
留
は
;
ん
で
渋
い
た
い
。

一
秋ω
大
そ
う
じ
を
い
っ
せ
い
に
行
な
た
た
み
は
よ
く
干
し
た
あ
と
、
ふ
ち

一
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
唱
し
た
の
と
み
を
取
り
、
様
で
よ
く
た
た
章

一
ぃ
。
ほ
う
君
で
は
い
て
か
ら
も
と
に
収
め

一
※
地
区
綴
織
の
あ
る
と
こ
ろ
は
組
織
る
。
こ
の
と
き
、
床
に
は

D
D
T

一
を
と
お
し
て
や
る
よ
う
に
し
て
い
た
マ
ラ
ソ
ン
注
ど
の
粉
剤
を
ま
君
、
そ

一
だ
き
た
い
と
思
う
。

ζ

れ
ら
組
織
活
の
上
に
新
開
聞
紙
を
、
と
く
に
静
ぎ
わ

一
動
に
対
し
て
は
、
市
か
ら
、
床
ょ
に
や
敷
山
閣
の
下
に
あ
っ
く
し
て
数
宮
た

一
散
指
す
る
粉
剤
の
無
判
明
配
布
と
、
い
。
こ
の
ば
あ
い
、
殺
虫
剤
の
畿
に

一
大
そ
う
じ
に
よ
っ
て
出
た
も
え
な
い
と
く
に
こ
だ
わ
る
必
曇
は
な
い
。
た

ご
み
の
収
集
の
た
暗
に
自
動
車
を
ま
た
み
が
は
い
っ
た
ら
、
緊
具
平
戸
潜

わ
ず
予
定
で
い
る
。
地
区
組
織
の
な
子
を
ス
れ
る
。
物
語
、
下
水
、
流
し

い
と
こ
ろ
も
、
ど
近
所
相
談
の
う
え
場
井
戸
は
湾
潔
に
し
、
こ
わ
れ
た

と
こ
ろ
は
な
お
し
て
お
曹
た
い
。
鼎
尾

市
の
計
磁
し
た
百
一
程
を
も
と
に
、
そ

後
に
、
燃
え
る
と
み
は
焼
吉
ナ
て
、

ろ
っ
て
大
そ
う
じ
を
し
て
ほ
し
い
。
燃
え
な
い
と
み
は
、
大
古
志
袋
や
グ

※
衛
生
課
の
嘗
め
た
大εう
じ
の
い
ン
ボ
}
ん
に
な
ど
に
ひ
乙
ま
と
め
に

っ
せ
い
実
施
包
は
、
マ
九
月
二
中
こ
し
指
定
さ
れ
た
場
所
に
持
ち
出
し
て

日
t

二
十
九
日
で
富
士
西
岡
地
区
、
マ
附
来
す
る
こ
と
。
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身
体
縛
害
者
更
正
相
談

①第 2 持耳・昭和30'1'16叫36'9 .30 
までに生まhた子印、ままでに 3

回受けており、その後 1 年前後壱

l 経過した子で、今回追加として 1

l 邸でよい〕

l 曹巡飽臼程・4 ・
.g再 1 耳耳沼和37・ 11-1-38I

~.""^'町叫由，..，.、 i /1 27 臼 花水公民館 : 9 fl30白 金回小学校(金自・土患
-4 -30までに生まれた子と主主後一|
度もこの注討を受けていまい人(! :3才児の健康診断 ※時間・以上 2 会場午前 9時か( 飯島地区を対象〉

『 ら II時と午後 1 時30分-3時， , 初日 豊田公民館(豊田、岡僑

ぷよ422Tf?で;7@440ま!神奈川県の主催で、幼沼 (3 才児) 110;~ 臼 -8 日 間台武道場 | 胸、寺田縄地区)
|の健康診断が行なわれまナ。該当の i 17 :2 3 日 -24白 須賀公民館 10月 1 日 賂会浸館(旭、吉沢地区〉

でに生まれた子〔昨年秋に第 1期|お子さんをお持ちの方は、お近くの※時穏・以上2会場午後 1 時301 中原公民銭(中原、入野
3 回の接種を完了しているもので i 会場で、ぜひ受診されるようおナナ j 分から 3 時まで~~~".~， ~~.'..vv 長持地区を対製)

今回 1回の接種でよいめしまナ。! 10月 25日 富士思公民館(※時間， 2 Bf日間之官公民館田村公民館
第 3期昭和32- 4 ・ 2 --'33 ・ 4 ・ 1 ま|曹対象先・昭34~ 7 ・ 1-85・ 6 '30ま: 午前 9時から II時までと、午後 1 :グ 3 日 花水公民館須賀会民館
でに生まれた乎(来春入学児で今( でに忌まれた子 j 時3C分から 3時まで， 4白武道場 富士見公民館
節団の援護叩、〉 l 間慰問 ……ぃ…… ;暫時間・午後 1 時30分-3 時まで
明日焼の子はひとり 1 厨 9月 3 日間/沖校 ( 小児マヒの予防注射

について50円、第3溺はひとり 10円 9 4 日 吉沢小学校土盤小学校 l
9 5 日 間階出張所会自公民書官!衛生設では、次の要領で小沼マヒの 1

9月 16白 金田小学校土屋小学校※時箆・以上5 会場午後 1 時30分 予防益還を巡回実施しまy，今回か;
随時出張所 ! から 3時までら、この予訪接種も無制となったの

|で、より高い接種事を保したいと
グ 17臼 城島公民館設沼公民館; 9 月 6 日 四之宮公民館〔※時間・

金自公民館 ! 午前 9 時から日まで i 司課では考えてい針。該当泥をお;
!9月自白 八躍公民館〈※午後 1 時 i つれください。

9 18日旭公民館吉沢小学校 30分-3時まで)す対象界い
田村公民館 !9 月 9B 城島公民館農沼公民館a:第 1 現・沼和37 ・ 10 ・ 1-38'3 '31 

g 19包 中諒公民館富士見公民館! g 10B 1l'.!公民館 ; までに生まれた子(こんどはじめ
H 20回 大野小学校松原公民館 g II 自 由村公民館 i て受ける子です。今回 2 国の援議 l

R 25白見附台武道援 I 17 12臼松宗公民館 が必婆〉

g 26B 須賀公民館花水公民館(※時間・以上 5 会場午後 1 時30 i ②第 1期・昭和め10 8 1 .-J和 3 "30 , 

・各会場とも午後 1 時30分- 分から 3 時まで までに生まれた子〔昨年秋!こ 2 鼠 l

午後 3時まで。; 9月 13B 中原公民館 主主主重した子で今悶 3 1fjj自の接種〉

-
十
七
日
に
農
業
会
館
でl

身
体
障
害
者
巡
回
箆
日
v
と
き
・
九
月
十
七
百
十
時
t
十
五
時

ま
ナ
。
診
断
、
身
体
マ
と
こ
っ
・
農
業
会
館

付
手
続
宮
、
補
装
具
マ
ム
「
闘
の
診
持
制
両
国
固
繁
形
、
茸
砲
弾
、

早
の
他
身
体
積
喜
一
患
の
一
一
一
科
。

小児マヒ予防注射も無料に

募集

マ
一
般
事
務
賎
民
ハ
昭
和
一
一
一
十
九
年

明
唱
団
一
清
三
月
高
校
卒
以
上
の
者
〉
、
マ
タ
イ

ピ
ス
ト
(
満
二
十
二
才
円

F
Fの
者
で
和
文
タ
イ
プ
の

で
古
る
者
〉
、
マ
オ
ペ
レ
!
タ

1

ハ
昭
和
一
一
一
十
八
年

三
月
以
降
高
校
卒
の
女
子
で
揚
力
0
・
八
以
よ
、
身

上
一
・
五
六M
M以
ょ
の
者
〉
、
マ
土
木
関
係
織
員
(

高
校
以
上
の
土
木
課
程
の
学
科
を
軍
叉
し
た
者
〉
、

マ
建
築
関
係
職
員
ハ
諮
校
以
上
の
建
実
諜
穫
の
学
科

を
専
攻
し
た
者
)
、
マ
白
血
副
車
運
転
員
ハ
自
動
車
普

通
免
許
以
上
の
資
格
を
有
す
る
凶
十
才
以
下
の
者
〉

、
マ
土
木
作
業
員
(
四
十
五
オ
以
下
の
男
子
〉
、
マ

清
掃
作
業
員
ハ
四
十
五
才
以
下
の
男

λ
T
V

・
マ
九
月
二
十
八
日
ま
で
に
所
定
の

い
応
晴
子
市
民
受
験
申
込
書
を
提
出
の
こ
と
、
集

内
醤
と
申
込
書
は
総
務
課
人
事
係
で
交
付
。
マ
申
込

醤
を
4

鐙
で
請
求
す
る
と
曹
は
「
十
円
切
手
」
を
は

っ
た
「
あ
て
先
明
記
」
の
返
信
用
封
筒
を
向
封
の
こ

と
。
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平
塚
市
総
務
課
人
事
係
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く
ふ
に
き
で
に
蕗
対
み
高
る
も
れ
に
だ
離
楽
い
明
い
一
二
}
現
門
な
「
丈
ι
こ
か

広
が
申
行
の
中
荒
}
と
攻
け
ド
ざ
力
ま
分
陛
長
担
て
島
て
の
は
の
朴
れ
が
み

。
も
池
の
て
も
の
〈
は

J
さ
か
白
管
誼
い
。
仏
宗
つ
一
三
ニ
つ
右
れ
寺
古
わ
る
と

だ
域
の
水
い
た
島
た
前
り
い
み
面
保

う
社
ど
な
て
せ
れ
い

e
栓
あ
ち
な
た
に
有
る
い
の
莫
が
に
が
に
診
乗
ど
と
て
よ

そ
は
ほ
か
れ
ま
ら
は
い
「
〉
の
ょ
っ
じ
る
あ
て
年
の
等
寺
木
前
う
宗
ぼ
る
し
ち
。

た
で
歩
ら
た
し
て
今
な
に
ぬ
石
な
間
関
い
あ
が
っ
初
町
問
問
版
の
い
向
田
あ
績
も
る

れ
ま
畝
清
放
の
立
も
も
録
い
豆
よ
ぷ
だ
の
と
が
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燐
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狗
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狗
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翻
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ぶ
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熱
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。
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替は童霊峰大山の前社としてA 海路議費!こ上陸した

房総、伊豆の人たちが参拝した…"三島神社

私たちの生活を重量かで楽しいものとするに

は、政治をりっぱなものにしなければなりま

せん。そしてりっぱな政治の実現には、明る

く正しい選挙が必聖書です。みんなでかいてく

ださい。〈作品〕ー形は自由、産主貝日として間色

以内、公明選挙を表現するもの、 IJ-"<中‘高校

生ひとり 1 点自作のこと。〈応募)-9月 20尽

までに、市議事室室内、平塚市選挙管理重量集会

に出すこと。作品の襲E罰に県名、学校名、学

年、氏名を明記のこと。(審査〉一東京芸術

大高問先生ほか、発表10月中旬、応募作品は

返しません。入賞作は自由に利用します。

議論雀@公瞬送還準護霊童
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